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（目的）わが国においては食生活の変化により虚血性心疾患を始めとした動脈
硬化性疾患の増加が問題になっている。この主たる要因の一つとして脂肪摂取
量および飽和脂肪酸（s）摂取量の増加，多価不飽和脂肪酸（?）のうちn －3
系多価不飽和脂肪酸（n-3）摂取量の減少が指摘されている。しかしながら最
近のわが国における食事中脂肪酸摂取量の現状の報告は少ない。そこで1991年
12月に三重県度会郡紀勢町において実施した疫学調査の成績より，食事中脂肪

酸摂取量と血中脂肪酸組成を検討したので報告する。
（方法) 1991年12月に三重県度会郡紀勢町の農村と漁村において疫学的調査を
実施した。今回は男性を対象とした。空腹時血清について薄層クロマトグラフ
ィーにて脂質を分離し脂肪酸組成をガスクロマトグラフィーにて測定した。24

時間留置法による食事記録より栄養摂取量および食事中脂肪酸摂取量を食品成
分表により算出した。
　（結果）対象の年齢は49.7±10.5歳（Mean±SD）であった。食品群別摂取量は
穀類741±301g,芋類78±92g,砂糖類16士16g,菓子類37±65g，魚介類164±
120g√肉類91 ±106g, 卵類50±48g，乳類136土158g,油脂類9±9g,種実類1士
2g，豆類52士80g,藻類3±8gであった。栄養摂取量はエネルギー2800±755

kcal,タンパク質100.3±37.5g,脂質63.1±30.6gであった。食事中脂肪酸
摂取量はS 33X, 1価不飽和脂肪酸40恥P IllでP/S比は0.87±0.34であっ
た・n-3摂取量は平均3.2gで，n-3/n-6比は0.07～1.53 （0.4±0.2)でありヽ
漁村を含む対象においてもn-3摂取量がきわめて低いものがいた。
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　目的　私達は女子大生の栄養摂取量と生活活動との関係について、調査研究を行ってい

る。健康が注目される今日、とりわけ女子大生の不活発な身体活動が問題となる。そこで、

身体活動の活発及び不活発が、皮下脂肪厚やHDL-Cなどの身体組成及び栄養摂取量に及ぼす

影響について検討した。

　方法　対象は本学学生19～20歳女子56名。調査及び測定期間は1992年9月。身体計測及び

血液検査の内容は身長、体璽、皮下脂肪厚（栄研式皮脂厚計）、最大酸素摂取量測定値は

Vo2 Max（自転車エルゴメーター（コンビ）及び心電計（日本光電）により、歩数は万歩計

　（山佐計器））により、心拍数は心拍計（ヴァイン）により計測、3 1/ステロール値は医

療機関に血液検査を依頼し、さらに食物摂取量調査（日曜、祭日を除く連続3日間、秤量記

入方式）を行うた。

　結果　対象学生を、Vo2 Max m以上の運動群（7名）と50X未満の非運動群（49名）に

分け、また歩数BOOO歩以上の者を活発群（26名）、8000歩未満の者を不活発群（30名）と

した。身長、体重については双方共に差は見られなかった。また、皮下脂肪厚については

運動群は平均23.311:非運動群31.0・・、活発群は28.0・・ : 不活発群32.3・・であり、運動群

と活発群の皮下脂肪厚は少ない。脈拍数については非運動群より運動群が少なく、活発群

と不活発群では差が見られない。HDL-Cについては運動群と活発群が高い値を示している。

摂取エネルギーは、運動群1672kcal:非運動群1638kcal、活発群1886kcal : 不活発群1649

kcalであった。以上の結果から見かけ上の体格には差は見られないが、生理的機能上差が

見られた。
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